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皮膚緑膿菌感染症にたいするKW-1062の 使用経験

末 永 義 期*・武 石 正 昭 ・占 部 治 邦

九州大学医学部皮膚科教室

(主任:占 部治邦教授)

皮膚科領域における緑膿菌感染症は稀な疾患であ る。

と くに原発性のものはきわ めて稀であ り,多 くは他 の重

篤な疾患 や術後の2次 感 染 としてみ られ るものであ る。

今回,わ れわれは緑膿 菌感染を ともな う皮膚疾患 にKW-

1062を 使用 し,そ の効 果について検討 したので報告す

る。

I. KW-1062に ついて1～3)

KW-1062はFig.1に 示 す よ うにGentamicin C1aの

6'-Nに メチル基 のつ いた化学 構造 を有 す る新 しい ア ミ

ノグ リコシ ッド系 抗 生 物 質 で あ る。KW-1062は 分解

点226～234℃,白 色粉 末状 で,臭 いお よび味はな く,水

に溶けやす く,メ タ ノールにきわめて溶けに くく,エ タ

ノール,エ ーテル,ク ロロホルム,ベ ンゼ ン,酢 酸 エチ

ルにはほ とん ど溶けない物質であ る。その抗菌 スペ ク ト

ルは広 く,グ ラム陽性菌 だけでな く緑膿菌,変 形菌,セ

ラシア,肺 炎桿菌 な どのグ ラム陰性桿菌に も強い抗菌 力

を持ち,し か もその毒性はGentamicinよ り弱 く,と く

に第8脳 神経 や腎臓にたいす る影響 の少 ない ことが見 出

されてい る。

II. 対 象ならびに検討方 法

1. 投与 対象

九州大学お よび福岡大学病院皮膚科 の入院 な らびに外

来患者で,緑 膿菌 感染を合併 した各種の皮膚疾患例 に投

与 した。投与症例の原疾患は,重 症熱傷2例,尋 常性天

疱瘡,菌 状 息肉症,皮 膚有棘細胞癌術後,抜 爪術後 の各

1例 の計6例 であ る。 いずれ も病 変部の細菌培養 で緑膿

菌を検出 しえた症例であ る。

2. 投与法な らびに効果判定

KW-1062の 投与 法は入院 患 者 では40mgの 筋注 を

朝夕 の2回 お こない,外 来患者では60mgの 筋 注を1日

1回 お こなった。

今回 の治療対象 がいずれ も続発性緑膿菌感染症 であ り,

KW-1062の 原疾患にた いす る直接の効 果は期待 できな

いため,効 果判定 は病 変部か らの菌 の消失 の有無 に よ り

決定 した。す なわ ち,菌 の消失 した ものを有効 とし,菌

がKW-1062の 投与 にかかわ らず 消失 しない ものを無 効

とした。分離株 にたいす るMICは1例 で測定 しただけ

である。

III. 使 用 成 績

全症 例の使用 成績はTable 1に 示す とお りであ り,6

例 の うち,3例 に細菌学的効果 がみ とめ られた。すなわ

ち,重 症熱傷2例 と抜爪術後 の2次 感染の1例 であ る。

他 の3例 ではいずれ も効果 がみ とめ られなか った。有効

例3例 の うち,症 例1は40%の3度 熱傷の患者で,創 面

に緑膿 菌感染を合併 した ものであ るが,KW-1062の 筋

注4日 間で創面 の緑色膿 が減 少す るとともに緑膿菌 も検

出 されな くな った。 その代 りにSerratiaが 検出 され る

よ うにな った。 このSerratiaはKW-1062を ひ きつづ

き10日 間使用 した が消失 しな か った。 症例2は60 %

の3度 熱傷 で,創 面 か ら緑膿菌 が検出 され るとともに発

熱をみ とめたが,KW-1062使 用2日 日か ら解熱 し,4

日目には創面か ら緑膿菌は検 出 されな くな った。 しか し,

Serratiaが 検 出 され るよ うに な り,さ らに 全身状態が

悪化 し,死 の転帰を とった。症 例6は 右拇指爪の変形が

高度のため,抜 爪術 をお こな った例で,そ の後に緑膿菌

感 染を きた したため,KW-1062を 投与 した。 なお投与

前に病 巣か ら分離 した緑膿菌 に た い す るKW-1062の

MICは6.25 μg/mlで あ った。 投 与3日 目には病巣 か

ら緑膿菌は検 出され な くな ったが,変 形菌が検出 され る

よ うにな った。 しか し,KW-1062の 投与 と リンデ ロ ン

VG軟 膏の局所使用に よ り治癒 した。

無効例3例 の うち,症 例3と4は いずれ もKW-1062

の使用に もかかわ らず緑膿菌 の消失はみ られず,原 疾患

の悪化に よ り死 の転帰 を とった。症例5は11日 間 の投与

に もかかわ らず,依 然 として緑膿菌が検 出され,全 身投

与は無効 であ った が,局 所 投与に き りかえた ところ治癒

した(Table 1)。

*現 在:福 岡大学 医学部 皮膚科教室

Fig. 1 Chemical structure of KW-1062

C20 H41 N5 O7 : 463.58 
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IV. 副 作 用

KW4062の 使用前後 の臨床 検 査成績 を5例 について

検討 した結果 はTable 2に 示す とお りで ある。 いず れ

の症 例において も正常範囲 内の変動 を示 したにす ぎなか

った。 なお,症 例4の 白血球減少 は原疾患の悪化に よる

もの と考え られ る。 また 自覚的 な副作用 は全例におい て

み とめ られ なか った(Table 2)。

V. 考 え

皮膚科領域に おける原発性緑膿菌感染症は稀 な疾患 で

あ り,多 くは熱 傷や悪性腫瘍な どの病巣に2次 感 染 とし

て み られ るものであ る。 と くに3度 熱 傷の創面 では壊死

組織 の融解時に感染を起 しやすい。われわ れの症例 も6

例の うち2例 が熱傷 であった。緑膿菌 感染を合併 した熱

傷創面の治療は局所的 には種 々の抗生物 質の撒布な どが

一般に行 なわれ,と くにサル ファマ イロンの局所使用が

優れ ている とされてい る。 全身的にはCBPC, SBPCの

大 量投与 やColistin, Polymyxin B, Gentamicinな ど

の投与が行なわれてい るが,か な らず し も全例には有効

とはいいがたい。 また ア ミノグ リコシ ッド系や ポ リペプ

タイ ド系の抗生物質は副作用 が強 く,使 用に耐 えがたい

場合 も多 くあ る。 このよ うな ことか ら,緑 膿 菌 に 有効

で,か つ副作用 の少 ない抗菌剤 の開発が望まれていた。

ここにKW-1062が 新 たに登 場 したのであ るが,本 剤は

ア ミノグ リコシ ッド系 抗生物 質であ るに もかかわ らず,

在来 のGentamicinな どに比 し,腎 毒性が低 く,抗 菌 ス

ペ ク トル も広 く,グ ラム陽性菌だけでな くグ ラム陰性菌

に も優れ た抗菌 力を示す とされ てい る。

今回,わ れわれがKW-1062の 使用対象 とした緑膿菌

にたい し,Mlcは0.39～1.56 μg/mlで あ り,臨 床分

離株 では,そ の約70%でMICが6.25 μg/ml以 下で

あ るとされ てい る。わ れわれの分離 した株 でMICを 測

定 しえた ものはわ ずか1株 にす ぎず,そ の値は6.25 μg/

mlで あ り,か な らず しも低 い ものではないが,1日60

mg筋 注で,創 面か らの菌の消失をみてい る。

無効例におい ては,症 例3と4は 宿主側が原疾患の末

期状態 のため,種 々の悪 条件 が重 な り,KW-1062の 効

Table 1 Bacteriological effects of KW-1062 to secondary 

Pseudomonas infection 

Table 2 Laboratory findiRgs 
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果が発揮 されえなか った もの と考え る。

以上の ように,KW-1062は 副作用 が少な く,確 かに

使いやすい薬剤であ るが,Gentamicinと 類似の構造 で

あるため,そ の抗菌 スペ ク トルはほぼ同一 であ り,耐 性

菌 もほぼ同一に生ず る可能性があ る。 この点を解決す る

ため,さ らに投与量や投与法につい て検討す ることが必

要であろ う。

VI. む す び

新 ア ミノグ リコシ ッド系抗生物質KW-1062を 皮膚緑

膿菌感染症6例 に使用 し,3例 におい て,創 面か ら菌 の

消失 とい う細菌学的効果をえた。副作用 は自覚的 に も臨

床検査上に も認めなか った。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH KW-1062 IN 

SECONDARY PSEUDOMONAS INFECTION 

OF THE SKIN

YOSHINORI SUENAGA, MASAAKI TAKEISHI and HARUKUNI URABE 

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyushu University

A new antibiotic, KW-1062 was administrated intramuscularly to 6 cases of secondary Pseudomonas 
infection of the skin. The results were bacteriologically effective in 3 cases with 12 severe burns 
and postoperative infection of onychia out of 6 cases. No side effects were observed both in subjective 
symptoms and in laboratory findings.


